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平成 24 年 9 月７日 
 

ギャラリ－第 8 回企画展 開催のお知らせ 

「 ～緑と水の豊かな茨城が生んだ水彩画の巨匠～ 小堀進展」 

 
筑波銀行（頭取：藤川 雅海、本店：茨城県土浦市）は、ギャラリ－第 8 回企画展として『～緑

と水の豊かな茨城が生んだ水彩画の巨匠～ 小堀進展』を下記のとおり開催いたします。 

 当ギャラリーは、弊行が主催する年間 3 回の企画展ならびに地域の文化団体や個人の方への貸与

を通じて地域の文化向上に貢献することを目的としています。 

小堀画伯は、水郷風景をはじめ様々な表情を見せる自然を、澄んだ空気や風の感じられる独特な

色使いで、変幻自在に描き、昭和期水彩の風景画の典型を作り上げました。 

 自然を愛し、自然と向き合い続けた画伯の風景画は、自然の景観を保全し、守り続けなければな

らないと、静かに訴えているようでもあります。 

  今回は、昭和 13 年の＜蓼科高原＞から晩年の代表作＜虹＞まで、各地の風景画 30 点の作品を

展示いたします。多くの皆さまのご来場を心からお待ちしております。 

 
                     記 
 
 
  １．展示会場 ： 筑波銀行つくば本部ビル 2 階ギャラリ－ （つくば市竹園１－７）   

  ２．開催期間 ： 平成 24 年 9 月 20 日（木）～平成 24 年 10 月 25 日（木） 

  ３．開催時間 ： 午前 9:00～午後 5:00（祝日のみ休館、入場無料） 

  ４．休 館 日 ： 平成 24 年 9 月 22 日（土）、平成 24 年 10 月 8 日（月） 

                 
 
      
 報道機関のお問合せ先 

筑波銀行 総合企画部広報 CSR 室 田村 内線３７３０ 

℡ ０２９－８５９－８１１１ 
    
 



期 間

開 館 時 間

場 所

出口A5 バスターミナル

筑波銀行

●筑波銀行本部：つくば市竹園1丁目7番（略図）

平成24年9月20日㈭～
10月24日㈬

平日・土・日曜 （祝日のみ休館） 
午前９：00～午後５：00

筑波銀行本部　2階ギャラリービ
ル

お問い
合わせ入場

無料

常設展示「伝統のこけし」
木地山系・弥治郎系・遠刈田系・土湯系・
山形作並系・蔵王高湯系・鳴子系

合計　131本

「大雪山 」　1970年　89×129㎝

緑と水の豊かな茨城が生んだ水彩画の巨匠

展

〒305-0032　茨城県つくば市竹園１丁目７番
TEL.029－859－8111（広報CSR室：藤咲）



ご あ い さ つ

　日々空が高く澄み渡ってゆく季節となりました。皆様におかれましては益々ご清栄のことと
お慶び申し上げます。
　第８回企画展として今回は、「緑と水の豊かな茨城が生んだ水彩画の巨匠　小堀進展」を開
催いたします。
　小堀画伯は、明治37年茨城県行方郡大生原村（現在の潮来市）に生まれました。旧制中学時
代から絵画に惹かれ、大正11年に東京赤坂の葵橋洋画研究所（黒田清輝らが指導）に入所し指
導を受けました。昭和４年フランスのサロン.ドートンヌに入選している中西利雄の水彩画か
ら多くを吸収しようと「蒼原会」に属しました。
　昭和15年には日本水彩画会における新世代８人（春日部たすく、山中仁太朗他６名）とともに、
水彩画の向上と発展を願い、水彩連盟を結成。
　昭和22年日展で＜驟雨＞が入選、昭和30年には審査員として第11回日展に＜美ヶ原高原＞を
出品、好評を博し、日展評議員となる。
　昭和37年には、ヨーロッパ旅行に出かけ10 ヶ国を歴訪。今回はその年に描かれた作品の内
＜南欧の丘＞他４点を展示しております。
　風景を旅に求めた小堀画伯は「絵即人間」と題し次のように話しております。
　『一年の半分は旅に出る。人気のない高原や海辺が好きで、一日中大自然に包まれているこ
とはうれしい限りである。美しい風物と対峙している時の幸福をしみじみと感ずる。現代の絵
画は、自然によりかかることでなく、自然から受ける感動が発想の因となり、自分そのままを
生地として作品が生まれる。絵即人間なので、自分の成長につれてこれから私なりの作品が自
然に生まれてくるものと考えて、生涯楽しく描き続けたいと思っている。「人生の苦悩は家庭
内で処理し、画想は旅窓で求める。」、これが私の心情図式といおうか、四十年このかたのあり
かたで、家族も理解と協力を惜しまないことはありがたいと思っている。　
　制作しているときは一切を忘れ、三昧境にひたれることは宗教と同じことである。絵描きに
なってよかったと思っているが、作品は自分を隠せない世界だけに、人間としての完成が作品
を左右することを思う時、上手な画家よりはよき人間としての勉強が優先するものと考えてい
る。（昭和45.５）』
　小堀画伯の、一途で素朴な人柄とそのたたずまいが目に浮かんできます。昭和43年＜初秋＞
で「独特な賦彩処理と水郷風景の把握に新境地」（日本芸術院賞推薦の辞）を聞いた小堀画伯は、
昭和44年改組日展理事に就任。翌45年日本芸術院賞を受賞。昭和49年水彩画では初めて日本芸
術院会員になりました。

　今回は、昭和13年の＜蓼科高原＞から晩年の代表作＜虹＞まで、各地の風景30点の作品をご
覧頂きたく展示させて頂きました。どうぞごゆっくりご鑑賞ください。
　最後に、今回の作品等のご提供や、企画、展示にご協力いただきました皆様に心よりお礼申
し上げます。

2012年　９月 　

　筑 波 銀 行　

あおいはし

しゅう う
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